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1.　合繊，特にナイロン，アセテートを中心とし，織

物と最近多く用い られているトリコット編地を と り あ

げ，それらの洗浄過程における劣化の現象を諸種の方面

から追求するを目的とした。

2. 試料はナイロン，アセテートの100 ％ お よびそれ

らの混紡品と，対照として疎水性合繊のポリエステル，

ポリプロピレンの平織とトリコット編地12種を用いた。

3.　まず水による影響をみるため温度および時間の条

件を変えて静置浸漬実験を行ない，次に攬絆実験によっ

て水 十機械力 の効果をみた。そ れ ら の試料を写真撮影

し，引き上げ直後と乾燥後の変化を原布と比較観察し，

組織の変化について検討した。またトリコット製品およ

び織物を実際洗たく，着用をくり返した後物性の変化を

測定した。

水による組織の変化は温度および時間による影響か大

であったが，編地と織物との間にはあまり差が認められ

なかった。しかし，これに機械力が加わると編地よりむ

しろ織物の変化が大きく目ナベリが多く，これがほっれ

につながっていると思われた。,基礎的実験と実際着用，

洗たく実験ではその表面状態の劣化においてケバ立ら，

ピリングの上から着用が相当の影響のあることが認めら

れた。


